


技術で心をつなぐ

株式会社ＯＴＯＳＹＳは、２００４年の創業以来、金融機関システムのシステム開発
を主として、 これまでサービス提供してまいりました。
発足時の我々の最初の仕事は、金融機関システムを新たなシステムに移し替える「シ
ステム移行プロジェクト」です。この大規模プロジェクトは困難を極め、課題は山積
み。 お客様と共に悩み議論する日々が続きました。
そのころから我々は１つのポリシーをもってお客様と接してまいりました。 それはお
客様の「困った」「なんとかならないか」に対し、真正面から向き合い「できない」
「難しい」でなく、「なんとかやってみましょう」「我々に検討させてください」と、
常にお客様に寄り添い、先ずはもてるスキルとアイデアを最大限出し尽くしてみると
言う事です。
多くの方々に支えて頂き「システム移行プロジェクト」は無事に成功し、その後も、
お客様の「困った」に向き合い、応え続けてきましたら、あっという間に十数年も
経っていました。そのポリシーがなければ、ここまで続けられなかったのではないか
と今では感じております。

ある時、お客様に「ＯＴＯＳＹＳは義理と人情の会社」と言われた事があります。
ＯＴＯＳＹＳは今後もそう思って頂ける会社であり続けたいと思っております。

人々の生活はあらゆる場面で銀行と関係しており、今や切っても切れないものとなっ
ています。また昨今は、銀行に行かなくても、モバイル端末やスマートフォンでお金
を振込んだり、残高を確認する事が容易に出来るようになりました。

株式会社ＯＴＯＳＹＳはそう言った金融インフラを陰で支える金融システムの、開発
及び運用に携わっています。もしも通信障害で数時間、取引が出来ない事態になった
り、預けたお金が正しく安全に管理されないような事があれば、お客様に多大な迷惑
をかけてしまいます。
我々が提供するサービスの先には、人々の「当たり前の生活」が有り、それは人々の
「人生」を支える仕事と言っても過言ではありません。我々はその「認識」と「覚
悟」を持って取り組んでおり、そう言った重要な仕事であるからこそ、無事にシステ
ムを提供出来た時、障害なく運用出来ている時は、安堵感、達成感、充実感は大きな
ものになります。また大変な仕事であるからこそ、共に働く仲間との絆は強いものに
なります。

株式会社ＯＴＯＳＹＳは、共にチャレンジし、共に成長していく同志を求めています。

Message





金融システムの業務アプリケーショ
ン開発を行う。システム開発プロセ
スの設計、製造、試験から保守、運
用にいたるまで全行程でサービスを
提供する。要件としては、法改正に
伴うシステム変更や、より便利なシ
ステムへのアップグレード、モバイ
ル端末等の利用者インターフェスの
発達に伴う対応など、あらゆるシス
テム変更・追加要件に対応する。

金融システムの基盤の構築・
保守及びＯＳ、各ミドルウェ
アの管理、アップグレードを
行う。サーバー系、メインフ
レーム系のいずれも対応し、
データベースの構築・管理や
業務アプリケーションをＯ
Ｓ・ミドルウェアと連結させ
るための機能を構築し、その
保守を行う。

システム基盤

アプリケーション開発

プロジェクト管理

Business

仕様変更やシステム移行・更改等の案件を管理し、
プロジェクトが成功するために、各チームを取り纏
めてゴールまで先導する。各担当が各プロセスで定
められたルールを遵守しているか監視を行い、品質
向上や生産性向上の施策を講じる。また、各チーム
を横断して課題や調整事項を管理及び推進を行う。

銀行のシステムの

業務アプリケーション開発、
システム基盤の構築に関する
サービスを提供します。
またプロジェクトの管理
及び推進を行います。

自分自身の手で
未来を切り開く



Career Design

パソコン

入力

出力
保
存

勘定系システム
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存

キャリア
イメージ

キャリア
サポート

課長の役割・責任から更に範
囲を広げて事業全体を管理し、
部内を横断した全体レベルで
の課題解決、事業の推進を行
う。また、会社の幹部として
会社経営を行い、会社の将来
を決める重要な判断を行い、
進むべき方向性を全社員に示
し統率する

部長以上

現場全体の管理を行い、現場
責任者として、最終的な品質
のチェックや、進捗のチェッ
クを行う。また、お客様と将
来の構想や方針を検討し、長
期的な計画を策定する。また
人事に関しても、採用計画や
メンバーの配置などの人事を
実行する。その他、メンバー
の労働時間の監視や、職場環
境の安全性をチェックし、安
全かつ衛生な環境で働けるよ
う促進する。

課長

数名規模のチームのリーダー
として、メンバーの管理や新
人社員の育成を担当します。
また業務内容もプログラム製
造や試験だけでなく、基本設
計や詳細設計など上流工程を
担当する場面も多くなってき
ます。課長代理になれば、更
に任される範囲は広がり、そ
の分、権限と責任が増え、管
理手当として給与がアップさ
れます。

主任・課長代理

現場の実務にて、プログラム
開発技術・システム基盤技術
の基礎を習得します。また、
人との関わり方や気遣いなど、
人間関係の大切さを学び、社
会人としての基本的な作法や
心得を身につけます。

メンバー

新入社員には、社会人マナー研修、プロ
グラミング基礎研修・システム基礎研修
にて、システムエンジニアの土台となる
スキルを身につけます。また、外部研修、
e-ラーニング、社内勉強会にて、ハイス
キルな技術を習得可能な環境を提供しま
す。

研修制度

先輩社員によるＯＪＴ（オン・ザ・ジョ
ブ・トレーニング）にて、マンツーマン
で教育及びあらゆるフォローを行い、新
入社員の立ち上がりをサポートします。

ＯＪＴ

資格取得に向けて、勉強に必要な教材の
提供及び受講料の補助を行い、資格取得
にチャレンジしやすい環境を提供します。
また合格者には資格手当を支給し、さら
なるキャリアアップをサポートします。

資格取得サポート

入力

出力



２０２０年に入社後、大手銀行のシステム開発プロジェクトに配属にな
りました。現場では業務アプリケーション開発を担当しており預金業務
の定期性グループに所属しています。定期性グループでは主に、定期貯
金(預入期間が定められた貯金のこと)に関わる機能において、お客様か
らの要望により新たな機能の追加や、金融商品の法改正に伴う仕様変更
の対応を行っています。実際の業務内容としては、詳細設計書をもとに、
プログラム設計、プログラミングを行い、テスト項目表の作成します。
また試験の際は、テスト用の銀行の窓口にある端末を用いて、疑似的に
取引を発生させ試験を行っています。

業務を行う上で気を付けている事は、金融商品の法改正案件などは、リ
リースタイミングが法的に決まっているため、必ず納期を守る必要があ
ります。そのため、各工程の作業量を正確に見積もって、スケジュール
管理を確実に行うことが大切であり、常に進捗管理には注意しています。
自分が設計したプログラムや試験項目に不備があると、全体のスケ
ジュールに影響があるため、もしスケジュールに修正が必要になった場
合でも期限内に間に合うように、スケジュールを策定する際は、あらゆ
るリスクを想定し、かつお客様が満足する期日で計画する必要がありま
す。
しかし、いくらしっかり計画を立てても、思うようにいかない事があり
ます。それは例えば試験実施の際に、試験条件を満たすような口座状態
を作成する時です。総合試験では、あらゆるケースを想定してテスト項
目表を作成する必要があり、一つ一つのテストケースは、業務取引条件
がそれぞれ決まっており（XXの取引を実施するには、顧客の状態は〇〇
かつ口座の状態は△△でなければいけない、など）、それらを把握出来
ていないと、試験実施に時間がかかってしまいます。ただ対象の取引の
内容を把握するだけでなく、顧客の契約状態、取引の実施時期、他取引
との連動関係なども理解しておく必要があるため、幅広く銀行業務を
知っておく必要があります。

仕事をしている中でやりがいを感じる瞬間は、試験を通して自分が設計
したプログラムが想定通りの動きをする時です。処理が複雑であればあ
るほど、達成感があります。また、自分が設計・作成した機能が、全国
の銀行員の方や、顧客が利用していると思うと、モチベーションが上が
り、社会貢献していると言う気持になりやりがいを感じます。

先輩との関わり方について、
設計書や試験結果などの成果物の納品時は、お客様に説明を行う必要が
あります。私はまだ、入社して３年目と言う事もあり、そう言った納品
物に関しては、先輩社員に、事前に複眼チェックを行ってもらっていま
す。また、説明の際も、自分では完璧に理解が出来ておらず、上手く説
明ができない部分についてフォローをして頂いたりしています。まだ自
分一人で判断するには不安なことが多いので、とても助かっています。
とは言え、いつまでも助けられていてはいけないので、先輩のフォロー
がなくても自立して対応できるように、いち早く一人前になりたいと
思っています。
今はまだ目の前の仕事をこなすだけで余裕はありませんが、今後はより
業務全体に対しての理解を深めていき、私が先輩から助けて頂いたよう
に、私も後輩を教える事が出来るようになれたらと思います。

社員インタビュー

09:00 メール確認。
今日の作業予定を整理

10:00 プログラム設計書の作成
最適なロジックの検討・調査

11:00 プログラム設計書の作成

12:00 お昼休憩

13:00 チームミーティング
（進捗報告、課題共有、周知事項共有）

14:00 先輩社員（ＯＪＴ）と設計書のレビュー
疑問点の確認

15:00 設計書の指摘事項の修正
及び指摘事項の記録

16:00 グループ内勉強会
（預金の商品性について）

17:00 上司と今後の作業方針の確認

18:00 明日の作業の確認
帰宅

K・H
2020年度入社
システム開発一部
業務アプリケーション開発担当

Interview 社員インタビュー



どういった時、達成感、充実感を感じる？
Ｒ・Ｍ
私はまだ、入社して数年しか経過していなので、私が主体的に案件を任された
事はまだありませんが、前回、先輩たちと一緒に、一つの案件が完遂するまで
携わりました。その時は夢中だったので、達成感と言うより、安堵感の方が大
きかったように思えます。

Ｍ・Ｆ
この業界は、どうしても忙しい時期は必ずあって、それをやり切った時は達成
感があります。ある時、プログラムバグが発覚し、私はヘルプで、そのプログ
ラムの改修チームに参加しました。いろいろ調査すると他のバグや課題事項が
出てきて、やらなければならない事は山積みになり、日々対応に追われる日々
が続きました。そうなったら、焦ってもしょうがないので、しっかりとチーム
で情報連携し、目の前の作業を一つ一つ確実にこなすしていくしかありません。
そうして、地道に丁寧に対応していると、いつの間にかゴールテープを切って
いました。その時、振り返ってみて、はじめて、難しい事をやり遂げた事を実
感し達成感を感じました。また、その時に苦労して自分で調べた事が、そのま
ま私のスキルになって、今や武器になっています。

Ｔ・Ｉ
私は、普段の作業に対して、ちょっとしたツールを作って、自身の作業を効率
化出来た時、達成感と言うか、シメシメって気持ちになります。そのツールを
使って、予定より作業が早く終わった時の、お客様の驚かれた反応はうれしい
ですね。そうやって、自分の便利ツールを増やしていって生産性を上げていく
事が、この仕事の面白いところだと思います。

Ｔ・Ｉ
システム開発一部

業務アプリケーション開発

Ｍ・Ｆ
システム開発二部

業務アプリケーション開発

Ｒ・Ｍ
システム開発一部
システム基盤管理

OTOSYSってどんな会社？
Ｔ・Ｉ
先ずは、社長の存在が大きいですね。
面倒見がよくて、頼りになる存在です。また、誰からもでも相談しやすい雰
囲気なので、ついつい、いろいろ相談してしまいます。家族で言う親父と
いった存在でしょうか。

Ｒ・Ｍ
あと、社内の懇親会を定期的に行っていて、そこで、それぞれのプロジェク
トに参画しているメンバーが、一堂に会して、食事をとりながら情報交換を
行って親睦を深めています。そこでは、自分とは異なるスキルや経験がある
先輩から、技術的な事を聞けて、とても為になっています。なにより楽しい
です。

Ｍ・Ｆ
仕事の話で言うと、OTOSYSは、金融システムの業務アプリケーション開発に
おいて、全行程を任されているという点はOTOSYSの特徴といえます。銀行の
システムは、どうしても大きなプロジェクトになるので、多くの会社が協力
しながら進めています。そうした時、ある部分の工程（例えば試験工程だ
け）だけに、携わるという会社も少なくありません。しかしOTOSYSは、要件
定義、設計から製造、試験、保守と、すべての工程に従事しており、我々が、
ある程度、主体的に進めることが出来ます。これには、責任もかかってきま
すが、その分、問題なく納品でき正常にシステムが稼働した時は、とても達
成感があります

どういった事を大切にしていますか？
Ｒ・Ｍ
私は、普段のライフサイクルを大切にしています。簡単に言うと早寝早起きで
す。このペースが乱れると仕事にも、影響するので、毎日、同じルーチンワー
クで生活するようにしています。

Ｍ・Ｆ
それはとても大切だと思います。私も、仕事以外の時間を大切にしています。
土日は、一切、仕事を持ち込まないようにして、家族との時間を大切にし、出
来るだけ体を動かして、充実した休日を過ごすように心掛けています。それが
長くこの業界で仕事を続けるためのコツだと思います。

Ｔ・Ｉ
確かに体を動かすことは大切ですね。私も休みの日は、ボルダリングなどして
体を動かしたり、魚釣りにいったりして自然に接して過ごしています。心の疲
れは、翌週に持ち越さない事が大切なのではないでしょうか。

最後にOTOSYSに興味をもっている方へ
Ｍ・Ｆ
金融機関のアプリケーション開発と聞くと、ちょっと難しそうに聞こえます
が、もともと文系の方や情報学科を専攻していない方、また全く違う業種か
らこの業界に転職された方も、今や有識者として活躍している方が大勢いま
す。我々の携わっている仕事は、現場に入って、実務を通じて覚える事が多
い仕事です。なので、躊躇せず、思い切って飛び込んで来てみて欲しいです。

R・M
私より、若いメンバーが増える事はうれしいです。自分も先輩として教える
立場になり、自分自身も成長出来ればなと思います。

Ｔ・Ｉ
数百人規模の大企業にはない、家族的な一体感があり、新入社員に対して、
いろいろな人が、いい意味でおせっかいする会社です。また仕事内容的にも、
金融インフラを支えていると言う誇りと自信をもって働けるける会社です。

Roundtable 社員座談会



会社概要

沿革

会社名 株式会社ＯＴＯＳＹＳ

所在地 東京都中央区築地２－７－１０築地シティプラザ５Ｆ

代表者 池本 憲二

電話番号 03-6264-1920

設立 2004年3月9日

資本金 1,000万円

ＨＰ http://www.otosys.co.jp

2004年3月 東京都江東区東雲に有限会社OTOSYS設立

2006年11月 東京都江東区豊洲へ移転

2011年6月 組織変更(株式会社化)に伴い中央区八丁堀へ事務所を移転

2014年3月 東京都中央区築地へ事務所を移転

2014年5月 資本金を1,000万円に増資

2017年3月 プライバシーマーク（ＰＭＳ）取得

拠点
東京の湾岸エリアに展開される大手銀行のシステム開発拠点にて、サー
ビスを提供しております。また、築地に事務所をかまえ、定期的な社内
会議や勉強会、面談等で利用します。

SHINJUKU

SHIBUYA

SHINAGAWA

AKIHABARA

TOKYO station

GINZA

AOYAMA

ROPPONGI

SENGAKUJI

TSUKIJI

TOYOSU

SUMIYOSHI



 

 

業種 システムエンジニア 

業務内容 金融機関システムのシステム開発・システム基盤構築の及び 
プロジェクト管理を行う。 

応募資格 学歴不問 

勤務地 東京都内 

雇用条件 正社員 ※試用期間３カ月 

給与条件 大学院卒 …¥250,000 
大学卒 …¥240,000 
短大 …¥220,000 

…¥220,000 専門学校卒 

勤務時間 9 ：00～17：30  （実働 7 時間 30 分。残業は月 20 時間程度） 
※お客様により異なるため、上記は目安となります 

休日/休暇 週休 2日制(土日)、年間休日 120 日 

待遇福利厚生 通勤手当 …全額支給 
賞与 …１回／年。約 4ヶ月／年間 
昇給 …１回／年。昇給率 1.7 
退職金制度 …あり 
諸手当 …通期手当、住宅補助、セミナー受講補助、資格取得費補助 

選考プロセス 書類審査 → 面接 

 

会社に関するご質問、会社説明会の依頼、面接の依頼など、採用に関するお問い合わせは以下の 
メールアドレスにご連絡ください。１名からでも会社説明会を開催させて頂きます。 

 



１０年後の自分へ

もしかすると、今、まったく想像していない仕事をしているかもしれません。
ただ言えるのは、どんな仕事であっても「夢中でありたい」のではないでしょうか。
実際に、自分の好きな事を仕事に出来る人は、少ないのかもしれません。システムエンジニア
の仕事も、いざ携わってみると、自分が想像していた事とは違う事もたくさんあると思います。

銀行のシステムエンジニアに必要なスキルは、プログラム開発スキルや、コミュニケーショ
ンスキルは当然必要ですが、銀行業務の知識も必要とします。よって、一人前のシステムエン
ジニアになるには、向上心、探求力とそれを継続させる持続力を必要とします。

システムエンジニアになったばかりの頃は、わからない事ばかりで、達成感や充実感を味わう
暇もなく、ただただ、チャレンジの連続の日々が続きます。

１０年後の自分は、
一人前のシステムエンジニアになっているだろうか？

この仕事、自分に向いているだろうか？



５年経ったある時、今まで点でしか理解出来なかった事が線で繋がりはじめ、少しづつ自信がついてきます。
８年経つと、ハイスキルな開発力が身に付き銀行知識が豊富なり、あらゆる場面で必要とされるようになりま
す。１０年経つと、一通り理解出来るようになった事で、あらためて銀行システムの奥深さ実感します。そし
て、初心にかえって、またチャレンジの日々が始まります。

この時、もしかすると夢中なのかもしれません。

一度習得したスキルは、一生、世の中から必要とされ続ける、あなただけの価値ある財産になります。株式会
社ＯＴＯＳＹＳは、一人前のシステムエンジニアに成長してもらうために、一から丁寧に教育していく環境と
実績があり、本人の「成長したい」と言う気持ちさえあれば、情報系の学科を専攻していなくても、必ず一人
前のシステムエンジニアなれることをお約束します。

自分の成長を自分が一番喜ぶことが出来れば、
どんな仕事であっても「夢中」になれるはず




